
 

平成２５年度 第１回 鶴岡地域審議会 

 

 次    第 
 

 

       日 時  平成２５年５月２２日（水）

           午後１時３０分～  

       場 所  市役所３階 議会委員会室 

 

 

 

１ 開  会  

 

２ あいさつ 

 

３ 報  告 

（１）平成２５年度予算及び主な事業の概要について（資料１） 

（２）平成２５年度鶴岡地域審議会の進め方（資料２、資料３） 

 

４ 協  議   

（１）各分科会協議テーマについて 

ア．分 科 会  
「地域コミュニティ分科会」 （大会議室 西） 

「産業経済分科会」 （大会議室 東） 

 

イ．全 体 会  
各分科会のまとめ報告 （議会委員会室） 

 

 

５ そ の 他 

 

６ 閉  会 
 



 

第１回 鶴岡地域審議会 名簿 
審議会委員 

No. 所属団体・役職名等 氏   名 備考 

1 鶴岡商工会議所 会頭 早   坂    剛 審議会会長（産業経済分科会） 

２ 鶴岡市町内会連合会 会長 山   田    登 地域コミュニティ分科会長 

3 鶴岡市農業協同組合 代表理事組合長 今   野    毅 産業経済分科会長 

4 鶴岡市自治振興会連絡協議会 会長 本 間 仁 一 

5 （社福）鶴岡市社会福祉協議会 理事 茅   野    進 

6 鶴岡市民生児童委員協議会連合会 会長 竹  内  峰  子 

7 鶴岡市ＰＴＡ連合会 副会長 若 木 敬 一 

8 ＮＰＯ法人 鶴岡市体育協会 会長 稲 泉 眞 彦 

9 鶴岡市老人クラブ連合会 会長 後  藤  輝  夫 

10 鶴岡市婦人会連合会 会長 齋 藤 春 子 

11 鶴岡市消防団 団長 伊 藤 俊 昭 

12 学識経験者 竹 田 理 英 

13 学識経験者 菅 原 衛 

地域コミュニティ分科会 

14 出羽庄内森林組合 理事 五十嵐 吉右衛門 

15 山形県漁業協同組合 常務理事 田 村 勇 次 

16 鶴岡市観光連盟 会長 三 浦  惇 

17 （公社）鶴岡青年会議所 副理事長 今 間 智 寛  

18 学識経験者 丸 山 絢 子 

19 学識経験者 菅 隆 

20 学識経験者 奥 山 春 名 

産業経済分科会 

 

 

市 役 所 

No. 部課・役職名等 氏   名 備考 

１ 企画部地域振興課長 阿 部 真 一 産業経済分科会 

2 企画部地域振興課主査 三 浦 裕 美 地域コミュニティ分科会 

3 企画部地域振興課専門員 前 田 哲 佳 産業経済分科会 

4 企画部地域振興課主任 小 野 寺  善 紀 地域コミュニティ分科会 

5 企画部地域振興課主事 富 樫  智 彦 地域コミュニティ分科会 



































































平成 25 年 4 月 地域振興課 

平成２５年度 鶴岡地域審議会 進め方 

日程 提言に向けた協議の進め方 備考 

 
第１回 
５月 22 日（水） 
 
午後 1 時 30 分 
   から 

 午後 4 時 30 分 
  まで（予定） 
 
 

 
分科会 

○ワーキング 

 問題点や課題の解決に向けて 
 ・各団体や組織等が出来ること 

・住民自らが出来ること 
・現在、各団体や組織等が行なっ
ている具体的な活動事例の紹介 
などについて、カード（事前に委員

に送付）に書いて出し合いながら、

まとめていく 
 

 
全体会 

○平成２５年度の予

算及び主な事業の

概要について 
 

 
第２回 
７月中旬～ 

  ８月上旬 
 
 
 

 
分科会 

○ワーキング 

 第１回で出し合った内容から、 
 団体、組織、市民が解決できない部
分で、市からの対応や支援が必要
となることなどを、カード（事前に委
員に送付）に書いて出し合いながら、
まとめていく 

 

 
 
 
 
 
 
 

 
第３回 
 ９月下旬～ 
  １０月上旬 
 
 
 

 
分科会 

 第１回と第２回の内容の整理を行

い、追加や修正を加えながら、提言内

容の案をまとめる 
 
全体会 

○分科会の協議報告 
 

 
 
 
 
 
 

 
第４回 
 １１月中旬～ 
  １１月下旬 
 
 

 
全体会 

○提言書の素案について最終調整 
 ・文言修正 
 ・追加内容 等 
 

 
 
 
 
 
 

 

１２月中旬頃 
（予定） 

 鶴岡地域審議会提言書  
会長から市長へ提出 

各地域審議会提言書

も各会長から同時に

提出 
 

資料 ２ 



平成 25 年 4 月 地域振興課 

鶴岡地域審議会 地域振興施策提言に向けて （イメージ） 

鶴
岡
の
人
口
を
こ
れ
以
上
減
ら
さ
な
い 

増
や
し
て
い
く
た
め
に 

地域コミュニティ分科会 産業経済分科会 

鶴岡に住んでいない人へ

のアピール 
今現在、鶴岡に住んでい

る人へのアピール 

暮しやすい地域 
住んでよかった地域 

魅力的な地域 

住んでみたい地域 
行ってみたい地域 
魅力的な地域 

住んでよかった、幸せに暮らすことが出来る

地域づくりに向けて 

定住人口・移住人口を増やすための産業

等の活性化に向けて 

子育てしやすい 

高齢者に
優しい  婚活 

住む場所 

情報発信の
仕方 

地域づくり 

地域のつな
がり・絆 

産業を含めた
素材の深掘り

 

観光と産業
のつなげ方 

防災 

地域での情報
の集め方 

雇用の場・産業の創出 

起業 

子ども達
への教育 

Ｉターン 
Ｕターン 

 

資料 ３ 
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鶴岡市の地域コミュニティの現状について 
H24.3.13 市民部市民生活課 

１ 経過 

 
地域コミュニティは、隣近所による高齢者の見守り、自主防災活動、回覧等の行政情

報の伝達、ゴミステーションの管理等の環境美化活動など、市民の日常生活を支える基

本的なサービスを提供している。しかしながら、人口減少や高齢化、地縁的なつながり

の希薄化などに伴い、その担い手が減少しつつあるほか、地域によりその仕組みが異な

っている。 

このため、将来にわたって地域の人々が心を通わせ、安心して明るく暮らせるよう、

地域コミュニティの活性化施策を検討するため、平成２０年度から実態調査を行うなど

現状の把握に取り組むとともに、施策の方向性を検討してきたもの。 

 
 
２ 地域コミュニティの構造 

 

１）重層構造と階層別の機能 

               【中学校区】＝地域庁舎のエリア 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【小学校区】 

・概ね明治の大合併時の町村で、互いの顔

がわかり得る単位 
・地区公民館、地区社会福祉協議会など各

種団体・機構の活動単位 
・自治組織単位では解決できない課題への

対応を期待 

【町内会・自治会】 

・地域コミュニティにおいて、最も中核と

なる構成単位 
・地域住民と行政との接点となる機能 
・個人や家庭だけの力では解決できない課

題に取り組み、地域（まち）づくりを実

践 

【隣近所】 

・概ね町内会・自治会の隣組（班）と一致

し、自治組織活動の基本的な単位 
・日ごろの近所付き合い、冠婚葬祭（特に

葬儀）、日常生活を営む上で、不可欠な

助け合いを実践 

市全域 
(第 1 層) 

中学校区 
(第２層) 

小学校区 
(第３層) 

町内会 
自治会 

(第４層) 

隣近所 
(第５層) 

小
学
校
区
等 

実
態
調
査 

自
治
組
織 

実
態
調
査 

住
民
活
動 

実
態
調
査 
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２）本市の地域コミュニティのモデル的な構成 

地域コミュニティの構成と活動

町内会・自治会

(第４層)

隣近所

(第５層)

中学校区

(第２層)

市全域

(第1層)

小学校区

(第３層)

地域内人口 10,353人
15歳未満 1,442人
15～64歳 6,238人
65歳以上 2,672人

世帯数 4,045世帯
高齢者世帯 668世帯

ｺﾐｭﾆﾃｨ組織

社会福祉協議会

小学校ＰＴＡ

体 育 協 会

民生・児童委員 担当保健師

消防団

市街地

自主防災組織 老人クラブ

自治公民館 街区公園

町内会 各 町

生涯学習

夏まつり

健康づくり

サークル活動

学童保育

防災訓練

防犯講座

子育て講演会

学区全体

隣 組 383 隣近所

回覧板 声かけ

ごみステーション管理

公園等清掃

敬老会

夏まつり

防災訓練

防犯灯管理

子ども会

アメシロ防除

資源回収

文化祭

スポーツ大会

中学校ＰＴＡ 総合型地域ｽﾎﾟｰﾂｸﾗﾌﾞ 中学校区全体

児童数 592人

＊数値は６地区
の平均値

地域コミュニティの構成と活動

町内会・自治会

(第４層)

隣近所

(第５層)

中学校区

(第２層)

市全域

(第1層)

小学校区

(第３層)

地域内人口 8,459人
15歳未満 994人
15～64歳 4,862人
65歳以上 2,603人

世帯数 2,432世帯
高齢者世帯 358世帯

児童数 413人

福祉センター

小学校ＰＴＡ

体 育 協 会

民生・児童委員担当保健師

消防団

地域庁舎

自主防災組織 老人クラブ

自治公民館 街区公園

町内会 各 町
生涯学習

体育事業

健康づくり

総合防災訓練

女性教育

地区全体

隣 組 隣近所

回覧板 声かけ

ごみステーション管理

敬老会(市)

公園等清掃

夏まつり

防災訓練

防犯灯管理

子ども会

アメシロ防除

資源回収

中学校ＰＴＡ

中学校区全体

地区区長会(羽) 地区防犯協会(羽)

文化祭

スポーツ大会

住民自治組織代表者の会

防犯協会

老人クラブ支部

＊数値は５地域
の平均値
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３ 住民自治組織の状況 

（１）住民自治組織数（平成23年4月1日現在） 
 鶴 岡 藤 島 羽 黒 櫛 引 朝 日 温 海 鶴岡市 

学区・地区  ２１       ２１ 

町内・集落 ２５０  ６１  ７１  ２1 ３８  ２７ ４６８ 

 

（２）町内・集落単位住民自治組織の世帯数・区分（平成23年4月1日現在） 

 鶴 岡 藤 島 羽 黒 櫛 引 朝 日 温 海 鶴岡市 

１～   10 ３ ２ ９ ０ ５ １ ２０ 

11～   20 ２０ ８ １１ ０ １０ ３ ５２ 

21～  30 ２７ １３ １６ １ ９ ２ ６８ 

31～   40 ２６ １５ １４ １ ５ ０ ６１ 

41～  50 ２７ ５ １０ ０ ０ ５ ４７ 

50以下 計 １０３ ４３ ６０ ２ ２９ １１ ２４８ 

51～   60 ２０ ６ ２ １ １ １ ３１ 

61～  70 １５ ２ １ ６ ５ １ ３０ 

71～   80 ９ １ ５ ２ ０ ２ １９ 

81～  90 ７ ３ １ ０ １ ２ １４ 

91～  100 ７ ０ １ ２ １ １ １２ 

100以下 計 １６１ ５５ ７０ １３ ３７ １８ ３５４ 

101～  200 ４４ ４ １ ７ １ ６ ６３ 

201～  300 ２１ ２ ０ ０ ０ ０ ２３ 

301～  400 １１ ０ ０ １ ０ １ １３ 

401～  500 ６ ０ ０ ０ ０ ２ ８ 

501～  600 ４ ０ ０ ０ ０ ０ ４ 

601～  700 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

701～  800 １ ０ ０ ０ ０ ０ １ 

801～  900 １ ０ ０ ０ ０ ０ １ 

901～1000 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

1001～ １ ０ ０ ０ ０ ０ １ 

100以上 計 ８９ ６ １ ８ １ ９ １１４ 

合計 ２５０ ６１ ７１ ２１ ３８ ２７ ４６８ 

 

４ 活動拠点の状況 

（１）コミュニティセンター及び公民館等設置状況（平成23年4月1日現在） 

 鶴 岡 藤 島 羽 黒 櫛 引 朝 日 温海 鶴岡市 

ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ  ２１  ０  ０    ０    ０    ０  ２１ 

公立公民館   １   ５   ５   １   ４   ５  ２１ 

公民館類似施設 １５８ ５８ ６２ ２１ ３７ ２７ ３６３ 

参考：集落・町内組織 ２５０ ６１ ７１ ２１ ３８ ２７ ４６９ 
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５ 鶴岡市の人口等の推計 

（＊国立社会保障・人口問題研究所予測を独自推計したもの） 

 

（１）将来人口推計 

 2010年（平成22年）時点の人口を100とした場合の、地域ごとの推計値 

65.0

70.0

75.0

80.0

85.0

90.0

95.0

100.0

105.0

2010年 2015年 2020年 2025年 2030年

中心住宅地

新興住宅地

新住宅地

郊外地

藤島地区

羽黒地区

櫛引地区

朝日地区

温海地区

 

（２）将来世帯数推計 

 2010年（平成22年）時点の世帯数を100とした場合の、地域ごとの推計値 

55.0

60.0

65.0

70.0

75.0

80.0

85.0

90.0

95.0

100.0

105.0

2010年 2015年 2020年 2025年 2030年

中心住宅地

新興住宅地
郊外地

藤島地区

羽黒地区

櫛引地区

朝日地区

温海地区

新住宅地
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６ 地域別人口、自治組織加入率等 

 

地    域 
人口 ※1 

(平成23年3月末現在) 
世帯数 ※1 

(平成23 年3 月末現在) 

住民自治組織 
加入世帯数※2 

(平成23 年度当初) 

住民自治組織 
世帯加入率 

 

住民自治 
組織数 

市街地 21,774 102 
鶴岡 

郊外地 
95,159 35,328 

8,544 
85.8％ 

148 

藤   島 11,329 3,144 3,034 96.5％ 61 

羽   黒 9,145 2,552 2,394 93.8％ 71 

櫛   引 7,914 2,111 2,035 96.4％ 21 

朝   日 4,926 1,369 1,304 95.3％ 38 

温   海 8,980 2,987 2,909 97.4％ 27 

計 137,453 47,491 41,994 88.4％ 468 

※1 人口及び世帯数は住民基本台帳に基づく数値 

※2 住民自治組織加入世帯数は、各組織からの申告による数値 

 

 
７ 現状・課題 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

(１)町内会・自治会の運営・活動にみられる状況について 

① 全般的な傾向として世帯数の減少は緩やかであるが、人口は新興住宅地を除き減

少しており、中心市街地や中山間地域では世帯数、人口とも減少が目立ち、将来

の自治会の維持に対し不安の声が聞かれる。 
② 世帯数・人口の減により、町内会等運営や公民館整備における各世帯の負担の増加が

懸念され、活動の参加者・担い手、後継者の確保も難しくなるとみられる。 
③ 一部には隣接する自治会との連携を模索する動きや、合併の事例もみられるとと

もに、行政として自治会の合併推進を期待する意見もあるが、神社や財産等の取

り扱いなどがネックとなっている。 
④ 市街地、郊外地共通の課題として、空き家の増加の指摘があり、環境面の悪化や

災害による倒壊などが懸念されている。 
⑤ 小規模の自治会では、役員は複数の役職を兼ねる場合も多く、また行政やコミセ

地域コミュニティ実態調査などで把握された現状について、６つの観点から整理した

ものですが、内容は必ずしも全ての組織や地域に該当するものではなく、また課題の程

度においても差異がみられる状況です。差異が生じる背景としては、集落（自治会）の

成り立ちが異なる農村部と市街地で実態に差がみられるほか、市街地でも中心部と新興

住宅街、農村部でも市街地からの距離や地形的な違い、あるいはこれまでの旧市町村ご

との施策の違いなどにより、地域コミュニティの実態に相違がみられるものと考えられ

ます。 
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ンからの依頼業務が増加傾向にあることも役員のなり手不足に影響している。 
⑥ 主に市街地では、ゴミの分別が守られずに回収されないゴミへの対応が役員の負

担になっている。 
 

(２)高齢化による影響について 

① 高齢者のみの世帯の増加により、隣組長の担い手が減少する一方、町内会等で高

齢者の見守り活動等が行われるようになるなど、担い手不足と相俟って町内会等

の活動の負担増となっている。また、高齢者の会費の未納事案も増加傾向にある

と指摘されている。 
② 高齢世帯では、冬季間の除排雪を隣近所の協力や業者委託等で何とか対応してい

るが、老々介護や自家用車を運転できない場合は買い物や通院に不安を抱えてい

る。 
③ 一部地域では、老人クラブの結成率が低下し、老人クラブが行ってきた公園や公

民館の清掃活動などの社会奉仕活動の停滞が懸念される。また様々な事情から老

人クラブ等に加入していない高齢者も相当いるとみられ、日ごろの活動の場がな

いことにより、引篭もりなどにつながることが心配される。 
④ 高齢化に伴う経済活動や共同作業の停滞により、今後、山野、農山村の環境保全

面の維持ができるか懸念される。 
 

(３)防災活動の現状について 

①全国的に地震や豪雨による罹災が相次いでいることなどから、市民の防災意識は高

まっており、自主防災組織の結成率は 98％となっているが、自主防災組織の設置

が必ずしも日ごろの防災活動には結びついていない状況がうかがわれる。 
② 消防団の状況調査結果から、特に過疎中山間地域では、昼間に活動できる消防団

員がほとんどいない状況が浮き彫りになっている。平成 21 年度から導入された消

防団OB による消防団活動協力員を活用する動きも見られる。 
③ 要支援者マップづくり取り組む際に、個人情報保護を盾に情報が得られないとい

う課題がある。 
 

(４)広域的なコミュニティ活動について 

① 鶴岡地域では小学校区単位にコミュニティ組織が設置されコミセンを管理運営し

ながら地域活動に取り組んでいるが、鶴岡市街地では、町内会とコミュニティ組

織、学区社会福祉協議会等の各種団体がそれぞれに活動し、地域内での連携・役

割分担が不十分との指摘がある。 
② 鶴岡地域の郊外地では、昭和の合併以前からのまとまりもあり、自治会や団体業
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務の一部についてコミセンから協力を得ているなどの事例もある一方、コミセン

までの距離が活動促進のネックになっているとの指摘がある。 
③ 庁舎地域では、櫛引地域を除き概ね小学校区を単位とした地区公民館事業が行わ

れているが、地域によって体制などに差異がある。また事業を通じた人のつなが

りはあるものの、地区公民館のエリアに対するコミュニティ意識は薄い傾向にあ

る。 

④ 櫛引地域では自治組織の合併を推進し、単位自治組織の規模拡大と自治公民館活

動の推進による機能強化を図ってきた。 

 

(５)住民生活と住民意識について 

① 市街地に比べて郊外地では地域活動にかかる時間的、経済的な負担が大きい傾向

にある。また、通勤、通学、通院等の移動にかかる負担感も大きい。 
② 郊外地では、移動販売車による日用品の購入もみられるが、品揃えは十分とはい

えない。 
③ 郊外地においても、若中年層を中心にサラリーマン化が進み、休日や夜間勤務な

ど就労環境が複雑化していることから、例会や共同作業に皆が集まれなかったり、

祭りや近所の葬儀の手伝いのために休暇を取得しづらいなど、コミュニティ活動

に影響を与えている。 
④ 住民意識そのものも、自分の趣味を重視するなど地域行事をわずらわしいと感じ

ている人が増える傾向にあり、帰属意識の低下がみられる。 
⑤ 母子家庭の増加、景気低迷を背景とした低所得者層の増加がみられる。 
⑥ 冠婚葬祭の助け合いとして機能してきた契約講が縮小傾向にあるなど、結いの精

神の希薄化が懸念される。 
⑦ 人口減少、高齢化が著しい集落では、集落の将来に対する不安感を抱くとともに、

あきらめの意識もみうけられる。 

 

～地域別の状況～ 

〔鶴岡地域〕 

・若い人は日中仕事をしているため、町内会行事には 65 歳以上の人に積極的に協力

してもらっている。 
・町内会活動は総会と敬老会程度。活動内容や住民の関わり方の見直しが必要だが、

具体案がない。 

・会議出席が 120 回と極めて多忙。町内会自体の仕事よりも行政・コミセンからの委

託業務が多くなっている。このため、次の成り手が見つかりづらく、入院しないと
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辞められないと揶揄される。 

・役員のなり手がなく、強引にお願いするため、名ばかり役員がいる。 
・町内会の集会所を持っていないため、事業運営等に支障となっている。 

・町内会は地域福祉の役割が増大していく。コミセンとの機能分担の検討が必要である。 

・ハードはコミセン、ソフトは町内会、機能は社協、そんな役割分担が必要となっている。 

・町内会費未納者が、アパート居住者だけでなく老人層に目立ってきた。 

・老人クラブ、子ども会は活発だが、青(壮)年、女性の団体がない。 

・老人クラブで社会奉仕活動は無理。引篭もりをなくす方が先決。 
・町内会に加入しない新住民がみられ、地域の一体感が醸成できない。 

・三世代同居が多いが農業への就業状況次第では、将来は核家族化が懸念される。 

・跡継ぎであっても独身者の場合もあり、本当に地域に残るか不安である。 

・一度家庭を巣立った子どもたちが地元に帰り、父母と同居する事例は極端に少ない。 

・不況により店舗権住宅の店舗が閉店し、住民も他町への移転するケースが増加 

・土砂崩れが起こりやすい地域だが具体的な自主防災活動はみられない。 

・少子高齢化(結婚)対策を検討しようとしたが名簿作成の段階で頓挫した。 

・保育園所有の車を地域で活用し、お年寄りの買い物などに利用している。 

・高齢になっても自分で運転しているのでかなり危険な状況。 
 

〔藤島地域〕 

・小規模の町内会が多く担い手不足により、役員の選出や、街灯料・公民館の維持管

理など町内会活動への影響が懸念される。 

・町内会は別でも、公民館活動は一緒に活動している事例がある。 

・世帯数が少ないため若手に役を担って欲しいが、世代間で認識に差があり議論がか

み合わない。 

・担い手不足の解決方法として合併することが考えられるが、神社をそれぞれ持って

いるため高いハードルがある。 

・町内会長の業務が多いため、後継者選定がスムーズに進まない。 

・町内会役員の負担を軽減するため、行政は会議の持ち方を見直し、夜間開催にしたり、

JA、改良区、公民館、消防、学校などで連携をとって事業の調整を行ってほしい。 

・高齢者世帯がやがて空き家となる例が多く、管理されないため、周辺住民からの苦

情が多い。 

・ボランティア精神があっても、生活優先とならざるを得なく、共同活動について無

報酬でなくても参加が減少傾向。 

・後継ぎが別世帯で生活しており、今後老人のみの世帯の増加が見込まれ、老後の生

活や介護について不安視している。 

・消防団員は何とか定員を維持しているが、職業や勤務体制の多様化により、新入団

員の後継者難が緊急の課題である。 

・個人情報保護により、援護者名簿や防災マップ作成が難しい。 

・高齢化と道路幅員が狭いことから除排雪作業が難しい。 
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・老人クラブの上部団体からの脱退にみられるように、高齢者の社会参加の減少やコ

ミュニティの衰退が懸念される。 

・会費の年間負担額の格差は約3.4倍で、構成世帯数の少ない町内会ほど1世帯あた

りの負担が重い傾向にある。 
 

〔羽黒地域〕 

 ・一桁の世帯数の集落で今後もやっていけるか。集落合併も必要か。 

 ・戸数が少ないため、色々な場面で近隣集落と一緒に活動している。 

 ・小規模な集落でも役職は同じだけあるので選出が大変。 

 ・リーダーになる人が少なく、今後ますます人選が難しくなる。 

 ・４集落からなる老人クラブが解散してしまった。 

 ・現在は高齢者世帯も自立して生活しているが、これから１０年後が危ぶまれる。 

 ・出羽三山神社の祭りに必要な人数を確保できず、OBも動員している。 

 ・高齢世帯の除雪が容易でない状況であるが、今後更に深刻になると予想される。 

 ・空き家は今は無いが、今後は出てくる。 

・少子化により一人で下校するケースも出ており、スクールバスの利用など安全性の

確保を検討してほしい。 

・独居老人の一人が引篭りとなっているが、地域でどう関わってよいのかわからない。 
 

〔櫛引地域〕 

・既存集落と新興住宅地の住民では、自治組織に求めるものが異なる。現在では、新

興住宅地の世帯数が上回るようになり、従前の地区運営は困難になっている。 

 ・高齢者世帯が全体の約１割を占めるようになり、見守りなど支援システムの整備が

課題と認識している。 

 ・就職先の関係で卒業と同時に地元を離れる例が多いこと、勤務形態の多様化などか

ら伝統芸能の担い手の減少により、伝承・保存が困難になっている。 

 ・集落内に生鮮食料品や日用雑貨を扱う店がなく、交通手段を持たない高齢者が不便

を感じている。 

 ・昼間の消防団員が少なく、ポンプ車を出動できないとの不安がある。 

 ・就業形態の多様化、勤め先からの無理解により消防団に入団する若者が少なくなっ

ている。 

 ・現在空き家になっているものに加え、高齢者のみ世帯が、今後、空き家になる可能

性が高い。 
 ・４０代、５０代の独身男性がどの集落にもおり、適齢期を逃すと結婚が難しくなっ

ている。 
 

〔朝日地域〕 

 ・役員の担い手不足のため、年齢順・輪番制で選出するため、自分の任期を大過なく

終わらせたいとの意識が働き、地域の課題を考える機運がなかなか生まれない。一

方で小規模集落では、役員が長期固定している。 
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 ・車を運転できなくなった際の買い物、通院に不安を感じている。 

 ・高齢化、世帯数の減により、農林道、水路の共同作業の範囲が狭まり、荒廃が懸念

される。 

 ・農業の委託が増加し、兼業農家世帯の後継者が定住するか不安である。 

 ・産業構造の変化により地域内での就労の場が減少している。 

 ・高齢者世帯では、自力での除排雪作業が困難となり、市街地に住む家族と同居する

か除雪作業を業者委託するか選択せざる得ない状況にある。 

 ・世帯数の減少や共同作業の外注等により自治会費その他の経費負担が増加している。 

 ・昼間人口の減少、高齢化、消防団員不在の状況から、火災、自然災害の対応に不安

を抱えている。 

 ・サル、熊による農作物被害が頻発し、農業者の生産意欲が低下し深刻な状況となっ

ている。 
 ・子どもが少なく、学校、集落などの存続に不安を抱いている。 

 

〔温海地域〕 

 ・世帯数減のほかに滞納の増により、会費徴収額の減少傾向がみられる。 

 ・自治公民館など築後 30 年を経過した施設が多く、世帯数の減もあり、今後の大規

模改修が大きな負担となる。 

 ・比較的品揃えのある商店が閉店する集落が増え、高齢者だけの世帯は不便な状況と

なっている。 

 ・高齢者だけの世帯が20％ほどとなり、老人が老人を介護する老老介護が始まっている。 

 ・勤労形態の変化や休暇取得が難しいことにより、祭典に参加できる人が減り、日数

の短縮や行事の一部取り止めがみられる。 

 ・空き家が増加しており、防災、防犯、衛生面から自治会として対応に苦慮している。 

 ・若者は、旧鶴岡市への通勤が増え、自治会活動に制約があるほか、目上の人との交

流を避ける傾向にある。 

・ 外で遊ばないこと、通学がスクールバスとなったことなどから、同じ集落の子ども

でもどこの家の子かわからなくなってきた。 

・ 農繁期の「結い」や冠婚葬祭の「契約講」が廃れるなど、近所づきあいが希薄にな

る傾向にある。 

 

９ 地域コミュニティを取り巻く背景 

 

①人口減少、高齢化の進行 

②市民ニーズの多様化、就業構造、核家族化、ライフスタイルの変化 

③地域コミュニティの仕組みや支援内容の地域単位による相違 

④小中学校の適正配置の動向 

⑤行財政改革の推進 

⑥農林水産業の低迷 
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鶴岡地域　町内・集落単位自治組織の世帯数・区分

平成２４年４月１日現在　

鶴岡市コミュニティ推進課

世帯数 市街地 郊外地 合計

１～１０ 0 3 3
１１～２０ 0 19 19
２１～３０ 0 30 30
３１～４０ 1 24 25
４１～５０ 4 22 26
５０以下　計 5 98 103
５１～６０ 6 15 21
６１～７０ 7 9 16
７１～８０ 7 3 10
８１～９０ 2 4 6
９１～１００ 5 0 5
１００以下　計 32 129 161
１０１～２００ 31 14 45
２０１～３００ 18 2 20
３０１～４００ 9 2 11
４０１～５００ 5 1 6
５０１～６００ 4 0 4
６０１～７００ 0 0 0
７０１～８００ 1 0 1
８０１～９００ 1 0 1
９０１～１０００ 0 0 0
１００１～ 1 0 1
１００以上　計 102 148 250

計 102 148 250








































